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　本論は、ベナン共和国南部のペンテコステ・カリスマ系教会のデリヴァランス・ミサにおける憑
依を対象に、妖術師、在来信仰の神々が「悪魔」として現れ、現実に参与する様態を情動と想像力、
記憶に着目して明らかにする。近年興隆するサハラ以南アフリカのペンテコステ・カリスマ系教会
では、妖術師を始めとする在来の諸霊を悪魔とみなし、悪魔との闘いを強調する傾向が強く見られ
る。先行研究はその現象を政治・経済の急激な変動や、それに伴う苦悩を説明するイディオムとし
て理解し、身近な出来事と社会背景を接合する想像力として描く傾向があった。しかし、想像の様
態を現実理解のための言説として扱うことは、現実自体が想像と様々な人間・非人間の絡まり合い
の中で構成されているというダイナミクスを捨象する危険性を孕む。これらの点を踏まえ、本論は
現実を形作る知覚に作用する想像力の特徴に焦点をあて、それが働く条件と過程における調整のあ
り方を、情動と環境の応答の中から明らかにする。それにより、悪魔・妖術との闘いという実践は、
妖術師という想像を使って社会・政治の問題を説明するという単純なものではなく、想像、記憶、
そして情動が応答的に動く中で妖術師や霊的存在をモノとして立ち上げるという過程であり、また
その立ち現れた悪魔・妖術師が新たな現実を切り開く主体として参入することを許していく過程だ
と論じる。
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Ⅰ	 序論Ⅰ	 序論

　�　神父の説教の途中で、急に会衆の１人が鋭い
声で「マリアが跪き、許しを乞うている」と叫
んで椅子から跳ねるように降り、床に跪いた。
神父はそれを聞いて「全員跪くように」と言っ
て、彼自身も話をやめて祭壇に向かって膝を
折った。会衆もそれに従い、みんな席から降り
てロザリオを数えて祈り始めた。私も一緒に跪
きながら、こっそり叫んだ女性を見る。よくミ
サの中で「悪魔」に憑依される女性だった１）。

　�　この教会で「マリアが許しを乞う」というの
は、「マリアがダボ〔この教会における神〕に対
して私たちのために許しを乞うている」という
ことを意味する。通常の人間と違い、霊的な領
域を見ることができる悪魔は、「神とマリア」
も見ることができるとされる。「悪魔」はその
立ち位置から、会衆だけではなく神父にも指示
するかのようにふるまい、皆を祈りへと導いた
のだった。私は祈りに合わせて目を瞑りながら、
なぜ祓われるはずの悪魔の言うことを聞いて私
たちは祈っているのだろうと少し疑問に思った
が、繰り返される祈りの声を追う内に、段々と
それが自然に感じ始めて気にならなくなったの
だった（2019年２月25日）。

　これは、西アフリカ・ベナン南部における、あ
るペンテコステ・カリスマ系教会２）のデリヴァラ
ンス儀礼で起こったことの描写である。20世紀
初頭に端を発するペンテコステ運動とその流れを
汲むカリスマ運動は、世界的に伸張すると同時に
アフリカでも大きな広がりを見せ、特に1980年
代以降、多くのアフリカ国家が経験した構造調整
や民主化という社会変動の中で急速に影響力を強
めてきた。アフリカにおけるこれらの教会で特に
強調されたのは悪魔との闘いであり、そこからの
解放を目指すデリヴァランス（deliverance:「解放」、

「救済」の意）だった。
　デリヴァランスは、ペンテコステ・カリスマ運
動において世界的に見られる主張・実践だが、西
アフリカにおいては、「妖術師」や海の神格／精
霊「マミワタ」といった在来の超常的存在が「悪
魔」とされ、それらからの解放に力点が置かれて
いる［Meyer 1999；Gifford 2014：112-４］。そし

て、教会のデリヴァランス実践の中で、妖術師の
霊、在来の神、先祖霊などが「悪魔」として人々
に憑依するといったことも報告されてきた
［Anderson 2006：131-2；Newell 2007：475-６］。
　本論は、このような潮流の中で興隆した教会の
デリヴァランス儀礼における憑依に焦点をあて、
「悪魔」あるいは「妖術師」という存在が立ち現れ
る過程とその動態を、想像と身体、記憶の関係に
着目しながら検討する。

１　アフリカの妖術と想像力の語り
　近年、妖術や悪魔などの「オカルト」と呼ばれ
る現象は、特に「モダニティ」とされる政治・経
済的な社会変動との関係において議論されてきた。
妖術が不運や社会変動を理解するためのローカル
なイディオムを構成していることは、妖術が不運
に対する説明を与えているとするエヴァンズ＝プ
リチャード［2001］のアザンデ人の研究まで遡れ
る議論である。しかし、近年の議論は妖術の言説
が地域的な政治に留まらず国家レベルにまで広が
りを見せていることや［Geschiere 1997；Ashforth 
2005］、NGOなどによる開発実践を通して発達し
ていることなど［Smith 2008］、閉じられた共同
体に留まらない様々な領域における妖術の語りの
様相を射程にしている。また、不確定性、流動性、
矛盾を孕んだ経験などに特徴づけられるネオリベ
ラル的秩序の興隆を、世俗化論ではなくなるとさ
れていたオカルト的説明や実践の隆盛に結び付け
る議論［e.g. Austen 1993；Comaroff & Comarroff 
1993，2001；Rasmussen 2001；West 2005］は、
妖術を後進性の象徴として理解してきた世俗化論
に対し、モダニティの複数性の中での妖術という
理解を開いてきたといえる［Moore & Sanders 
2001］３）。
　アフリカにおけるペンテコステ・カリスマ系教
会の伸長も、教会がモダニティのプロセスに呼応
し新たなヴィジョンを提供することで、現在起き
ている社会変動を人々に説明しているという視点
から描かれる傾向がある［Corten & Marshall-
Fratani 2001；van Dijk 2001］。 例 え ば、Blunt
［2004：324］はペンテコステ・カリスマ系教会が
主張する、「悪魔の模造品の誘惑とそこからのデ
リヴァランス」というナラティブが、ケニアにお
けるIMFの構造調整に伴う通貨の切り下げや、海
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外の商品の大量の流入などのグローバルな変動を、
ローカルなやり方で説明するものだと議論する。
また、Maxwell［1998：365-９］は、インフレと
失業率の高まりにより貧富の格差が拡大したジン
バブエにおいて、ペンテコステ・カリスマ系教会
が掲げる「貧困の霊からのデリヴァランス」とい
う主張が、人々に状況を理解させるだけではなく、
近代化の圧力に向き合うためのフレームワークを
与えているとしている。悪魔のイメージは、人々
がグローバルな政治、経済に統合されていく中で、
伝統と近代的生活を媒介するような役割を果たし
ているとされるのである［Meyer 1996：220］。
　このような近年のアフリカ宗教研究における、
超常的な存在を政治・経済の説明語彙として扱っ
たり、それによって人々が状況を批判しているの
だと見なしたりする傾向は様々な方向から批判さ
れてきたが［Niehaus 2002；Ranger 2007；近藤 
2007；浜本 2007；Marshall 2009など］、現在も影
響力を保つ議論だといえる。本論が焦点をあてる
教会の先行研究においても、教会の運動は90年
代の民主化以降の汚職が横行する政治や教会を不
満に思う人々を、「妖術という想像を使いながら」
惹きつける「不満申し立て（contestation）」であ
ると見なされている［Tall 2015：93-107］。
　しかし、人々の実践を社会に対する「申し立
て」というような言説に見立てる理解では、妖術
や超常的存在は政治・経済的な状況・出来事を投
影し、現実理解のイディオムを提供するだけの存
在に縮減されてしまう。本特集序論の社会的想像
力をめぐる議論への批判のように、人々の実践が
物理的領域と思考を結ぶテンプレートとして使わ
れ、妖術があたかも「よく練られた構築主義的議
論における修辞的装置」［Sneath, Holbraad & 
Pedersen 2009：６-７］のように扱われている点
に問題があるといえるだろう。
　一方で、浜本は、このような言説化の動きを批
判しつつも、妖術とモダニティの関係を「意識の
あり方と想像力の問題」［浜本 2007：128］とし
ているコマロフ夫妻の研究にはみるべきところが
あるとする。浜本の言う想像は、「想像的」なも
のと「現実的」なものを区分する発想に基づくも
のではなく、「現実が意識に対してもたらされる
仕方」［浜本 2007：130］であり、すなわち現実
自体を立ち上げるものである。

　浜本によると、想像力は「世界に対する人々の
実践――それは世界に適応しチューンをあわせる
実践でもあるのだが――そのもののなかに埋め込
まれ、それらの実践を支えると共にそれによって
支えられている」［浜本 2007：134］ものである。
そのような想像は、実践が働きかける対象であり
その条件であるような実存的・物質的状況に、複
雑かつ柔軟な仕方で連動している。そして想像の
変化・変調は、物質的状況との実践的接点と、他
者との間主観的なコミュニケーションの空間に、
予測不可能な形で起こるのだという。その上で、
特定の社会空間や歴史的状況の中で想像が人々を
捉える仕方と、その変調の生じ方を明らかにして
いくことの重要性を提起している［浜本 2007：
129-47］。この議論に沿って、妖術や霊的諸力を
めぐる想像の変調を理解するためには、まず「世
界に適応しチューンをあわせる実践」に焦点をあ
てる必要があるだろう。
　ただし、実践という時、それは言語的に現出す
るものだけで構成されるのではなく、身体を基盤
として間主観的に生成され続けるものであること
に留意しなければならない。ここに実践を探求す
る際に身体、感覚や情動に光をあてる意義がある。
感覚はしばしば科学や生物学で想定されるような、
歴史や政治性を持たない私的で内面的なものでは
なく、文化的に構成されるものである。それは、
道徳的価値をコード化したり、社会的観念を伝え
たりしながら、社会化の過程で獲得され発展する
［Geurts 2002；Howes （ed） 2005］。
　このような理解において、感覚は単なる個体の
生理的反応ではなく、現実を構成し現実に構成さ
れるものであると捉えられる。それが特に呪術的
実践の中で重要なのは、呪術の持つ不確定な側面
に、感覚が想像の材料を提供し、想像を補強する
役割を担うからだといえる［飯田 2012］。しかし、
「ぞっとする」、「気味が悪い」に代表される超常
的な経験を表す言語的な表出と、実際の呪術の現
場における感覚的経験の間にはそれでもなお
ギャップが存在する［津村 2020：383］。それら
が実践的状況でつながる様相を見ていくためには、
感覚だけではなく情

アフェクト

動の議論の参照が有効だろう。
　人文・社会科学における「情動的転回（affective 
turn）」と呼ばれる研究の潮流は、社会的なものを
構成する変化を捉え、それを個人、あるいは心理
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に還元するのではなく、身体群や主体群に循環す
るものの変化として探究することを提唱している

［Clough 2007：３］。近年の情動論に強く影響力
を持ったMassumi［1995］は、感情（emotion）と
情動（affect）を分け、感情を既に顕在化したもの
とする一方で、情動を名づけられる前の潜在的な

（virtual）、身体に存する強度（intensity）である
と説明する。換言すると、情動とは楽しい・悲し
いといった感情として認識される前の、動悸の速
さや呼吸の深さなどの身体的な反応に属するもの
だとされているのだ。
　しかし、De Antoni & Dumouchel［2017］はそ
の後に続く多くの情動論を標榜する議論が、身体
的な知覚よりも感情に関わる問題に偏重する一方、
感覚に焦点をあてる人類学は、情動や感情を看過
する傾向があることを指摘する。彼らはそれらを
乗り越えるために、「感じること（feeling）」とい
う、感覚と感情を含みこんだ言葉の使用を提起す
る。そして、実践上で身体がいかに世界に内在し
ながら移動し、非人間も含む様々なアクターとの
応答の中で「感じているか（feel）」を分析するア
プローチとして「世界と共に感じる実践」［De 
Antoni & Dumouchel 2017：93］に目を向けるこ
とを主張してきた。それは「世界に適応する」の
ではなく、モノを含む環境との応答の中で自身と
共に世界そのものが生成しているという認識に立
つものである（本特集序論を参照）。
　つまり世界は常に移り変わりながら生成の途上
にあって、想像力はその中で絶え間なく働き続け
ている。そして現実を構成し続けるその動きに変
調が生じるとすれば、身体や情動と環境、想像力
の応答関係が変化しているということだ。感じる
こと、あるいは情動というそれらが動く起点とそ
の生成に目を向けることは世界の変調のあり様を
捉えることだともいえる。

２　キリスト教を起点とした超常的存在の変調
 アフリカのペンテコステ・カリスマ系教会の急
速な増加は、霊的領域をめぐる想像に大きな変調
を生じさせている。ガーナのキリスト教の変遷を
研究したMeyer［1999］は、在来の超常的存在で
ある「妖術師」がキリスト教の中で影響を保持し
続けていることを、宣教団が「悪魔（The Devil）」
という言葉の翻訳に在来の神の名前や妖術師とい

うローカルなイディオムを使ったことに注目して
論を展開した。宣教団が意図したのはそれらを悪
魔と見なすことで「妖術」といった概念を周縁化
し消しさることであったが、実際には翻訳によっ
て現地の聖書に取り込まれた妖術師や霊的存在は、
「悪魔」として、時を経ると共に中心的な存在に
なっていった。人々にとって神や聖なる存在との
つながりよりも、悪魔すなわち妖術師を祓うこと
がより日常の必要に迫られた切実な関心事だった
のである。キリスト教と妖術師のこのような関係
は、西アフリカの他の地域においても指摘されて
いる。例えばコートジヴォワールのペンテコス
テ・カリスマ系教会を論じたNewell［2007］は、
妖術に対抗しようとする教会の実践自体が、逆説
的に妖術師という存在をキリスト教の中で持続さ
せることにつながっていると論じている。これら
の研究が提起するのは、アフリカにおけるキリス
ト教の興隆と共に妖術に対する畏れが増している
ように見えるのは、偶然の一致だとはいえない可
能性である。実際、ベナンの超常的な力の研究を
したFalen［2018：133］は、ペンテコステ系教会
の伸張が妖術に対する人々の懸念を加速させたよ
うに見えると報告している。つまり、一見「妖
術」という存在がキリスト教に取り込まれただけ
であり、その内実は変化していないように見える
が、実際は教会が妖術師を悪魔と見なして闘う実
践を繰り返す中で、妖術師自体のあり方やそれに
対する感受が変化しているのだといえよう。
　その詳細を追うためには、ペンテコステ・カリ
スマ系教会が霊的な存在と関わる実践にもたらし
た変容について考える必要があるだろう。トーゴ
のペンテコステ系教会を論じたPiot［2010：53-
76］は、教会が人々に与える過去との決別という
物語と、実践で生成する情動がその伸長の重要な
理由だとする。Piotの議論は、情動の身体的知覚
部分については看過するきらいがあるが、ペンテ
コステ・カリスマ系教会の、激しい説教や歌や踊
りのもたらす高揚感、それに伴った喜びや快感な
どが教会の興隆の要因の１つであるという認識に
異論はない。ペンテコステ・カリスマ系教会の中
では、妖術対抗の実践も激しい祈りや身体的接触
を伴う情動的なものとなっている。
　その中でベナンにおいて広がりを見せているの
が、妖術師が教会に集う人々に憑依するという現
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象である。キリスト教において悪魔は憑依する存
在であるため、悪魔の概念に取り入れられた妖術
師が人に憑依するということは、妖術師が悪魔化
されたことで生じる自然な帰結であるように見え
る。しかし、アフリカにおける妖術師は一般的に
憑依する存在としては認識されてこなかったとい
う点から考えると、そこには大きな変化があると
いえるだろう。一般的には妖術師は不運という事
象をもって仮説的類推やアブダクションによって
感知されていく存在である［梅屋 2018］。自らを
妖術師だと認めるのはベナンでは多くの場合、他
者に強引に糾弾された時か、死の間際の告白とい
う形をとる［Falen 2018：96-７も参照］。そのよ
うな直接的な方法以外で不幸が妖術を原因として
いるか否かを知る方法としては卜占がある。卜占
はモノの操作を通して神格に不幸の原因を問うこ
とができる。
　つまり、妖術師の霊が直接「妖術の被害者」に
取り憑き、自身がした悪事について告白するとい
う、現在ベナンで広まりを見せている妖術師の憑
依という現象は、従来の妖術師探知から告発に至
る過程をラディカルに変化させている。それはア
ブダクションやモノの操作から、憑依というより
身体的で情動的な現象となっているのだ。このよ
うなフィールドにおける変化が、実践を身体と情
動という側面から考えることを要請しているとも
いえよう。

３　悪霊の憑依という変調
　妖術師や他の在来の霊による憑依が、悪魔祓い
という枠組みの中で起こっているために生じた変
化として、これまで憑依されたことがない人々が
突発的に悪霊に憑かれるという経験が増加したこ
とが挙げられる。神々による憑依を伴うヴォドゥ
ンという在来信仰がキリスト教と共存しているベ
ナンにおいて、憑依自体は珍しいことではない。
しかし、それはルイス［1985］のいう祖先霊など
の正統で道徳的な憑依を担う「中心的憑依」であ
り、そこでの憑依は憑坐として選ばれたものが結
社内で時間をかけてその制御の方法を学ぶもので
ある。一方、キリスト教の枠組みにおける妖術師
の憑依は、ルイスの分類では「周縁的憑依」にあ
てはまるものであり、多くの場合、予期せず突発
的に起こることを特徴とする。すなわち、それは

本人の身体経験においてかつてない大きな変調で
あることが多い。ルイスはこれらの現象が社会に
おいて周縁に置かれた女性を中心にしていること
と同時に、家庭内やコミュニティ内で男性を非難
するための戦術になっていることを指摘した。ま
た、Boddy［1989］はこれらの憑依が女性をエン
パワーし、反ヘゲモニー的な社会批判になってい
るとしている。しかし、憑依を「戦術」と捉える
と、憑依があたかも演技であるかのように捉える
ことになり、またBoddyのように政治的な文脈と
引きつける観点では、憑依のふるまいの様相を捉
えきれないという問題点を抱えている。
　このような批判から、花渕［2005］はふるまい
を代理や表象と捉える論を退け、身体状況そのも
のに目を向けることを提起してきた。その上で、
憑依のふるまいが了承可能になるのは、自が他に
なり、他が自になる流動性をもたらす中動相的な
関係においてであると論じている。憑依霊と憑坐
の関係をふるまいと人々との相互関係の中から捉
えた憑依論は示唆に富むが、既に歴史的、組織的
な奥行きを持つコモロ島の精霊憑依に対し、本論
が焦点をあてる憑依は変動し生成の過程にあるも
のである。つまり、本人にとっても突然起こると
されるそれは、秩序だっておらず、制御できる領
域も少なく、すなわち不確定性が高い。そうであ
るからこそ、霊としての「ふるまい」になる未満
の過程に着目する必要があるといえる。
　また、情動論を基に集団的憑依を論じたものと
して西井の論稿がある。「憑依現象を憑依する身
体としての人のみではなく、そのまわりのモノの
配置や共有された観念などの絡まりによって生み
出される出来事として記述分析する」［西井 
2013：44］とする西井の立場は研究者の身体に重
きを置きながら、内在的視点から生の流れを描く
ことを目指したものである。しかし、南タイの学
校で次々に起こった憑依の記述は興味深いもので
ある一方、調査者が実際の憑依の現場には身体的
に接していなかったために、出来事を外から描か
ざるを得ないという方法論的な困難を内包してい
た。西井の言う絡まり合いとして生成する憑依
［De Antoni 2017も参照］のあり様は、調査者が憑
依の現場で起こる場に居合わせていることを起点
とし、出来事の中から憑依が１つの現象として成
立する過程を描き出すことでより精緻化できるの



640	 『文化人類学』86/4　2022.3

ではないだろうか。
　私がここで試みるのは、既存の概念や身体のあ
り方が変調する現場に身を置き、応答する人とモ
ノ、環境のあり様を共に感じ動きながら内在的に
記述していくことで、アフリカのペンテコステ・
カリスマ系教会の中で生成する運動のあり様を記
述するだけではなく、憑依を想像力と情動という
観点から捉え直していこうとすることである。

Ⅱ	 調査地の概要と対象Ⅱ	 調査地の概要と対象

　本論における民族誌データはベナン共和国南部
におけるキリスト教系新宗教「イエス・キリスト
大聖教会・バナメーミッション（La Très Sainte 
Église de Jésus -Christ, Mission de Banamè、以下

「バナメー教会」）」において、2019年１月から３
月の間、及び８月に継続的に出席したデリヴァラ
ンス・ミサの経験と、そこに出席する人々と憑依
された人々への聞き取りに基づく４）。
　ベナン共和国は、西アフリカのギニア湾に面す
る国である。公用語は旧植民地宗主国の言語であ
るフランス語であるため、調査言語としてフラン
ス語と南部の民族共通語となっているフォン語と
を用いている。
　ベナンの人口調査局によると2013年の全国の
宗教人口の割合は、キリスト教48.5％（カトリッ
ク25.5％、クリスチャン・セレスト6.7％、メソジ
スト3.4％、その他プロテスタント3.4％、その他
キリスト教9.5％）、イスラーム27.7％、在来信仰
であるヴォドゥンが11.6％、その他の伝統宗教
2.6％となっている［INSAE 2016］。この割合は
県によって異なり、北部にはムスリムが多く、南
部はキリスト教徒・ヴォドゥン信徒が多い。ペン
テコステ・カリスマ系教会と呼ばれる教会群は
1980年代以降増加傾向にあったが、大きく興隆
するのは1990年代のベナン民主化以降のことで
ある［Mayrargue 2001］。
　このような宗教的背景の中で、ローマ・カト
リック教会から分離・独立したバナメー教会は、
2009年にベナンに設立され急速に成長した。こ
の教会の特色は、パーフェットと呼ばれる少女が
ローマ・カトリック教会の神父による悪魔祓いを
受けた後に、「神」になったという主張をしてい
る点である。つまり、キリスト教の絶対神である
ところの神が、この少女パーフェットの身体に降

臨したというのである。この「神」はバナメー教
会では「ダボ（daágbó：フォン語でおじいさんの意
味）」と呼ばれる５）。こうした主張はベナンにお
いて特異なものであり、バナメー教会の存在をセ
ンセーショナルなものにしているが、一方で、
ヴォドゥンの神々や妖術師などを悪魔と見なし、
そこからの解放の手段としてデリヴァランスを強
調する姿勢は、他の多くのペンテコステ・カリス
マ系教会と共通するものである。また、バナメー
教会の多くの儀礼的実践やデリヴァランスは、ベ
ナンのローマ・カトリック教会のカリスマ運動に
おける方法を継承しているため、ペンテコステ・
カリスマ系教会のヴァリアントと見なせるだろう。

Ⅲ	 バナメー教会のデリヴァランスⅢ	 バナメー教会のデリヴァランス

　デリヴァランスはフランス語では「解放」を意
味するが、フォン語でカントゥントゥン
（kàntúntún）と呼ばれ、意味は「紐を解くこと」
である。縛られているのは、魂、運命であるセ
（sέ）だとされる。これらが縛られるのは霊的領域
イエスメ（yɛsùmɛ̀：霊・暗い・中に）・イエトメ
（yɛtomέ：霊・国・中に）の中であり、通常の人々
の目には見えない領域である。ここで起こること
は、可視の領域ウェホ（wěxò：明るい・外）に直
接影響を与えうる。霊的領域で何者かによってセ
が縛られている状態から、解き放つことがデリ
ヴァランスの実践といえる。
　バナメー教会においてデリヴァランス・ミサが
行われる形式は大きく２つある。１つはデリヴァ
ランスを目的とした大規模集会であり、もう１つ
は教区の教会レベルで行われる集会である。教区
でのデリヴァランス・ミサは、通常日曜日に行わ
れるミサとは別の日に実施されることが多い。始
まる時間は教会によって異なり、ミサにかかる時
間も様々であるが、私が参加していた経済首都コ
トヌーに位置するP教会では、毎週火曜日朝９時
をデリヴァランス・ミサの開始時間にしていた。
終了時間は按手を受ける人数やそのミサで実施さ
れる内容によるが、通常時には15～17時に及ぶ、
１日がかりのミサであった。週によって出席人数
は変動し、少ない時は80人程度、多い時で200人
程度参加していた。
　デリヴァランス・ミサには周辺の教会からも信
者が集まっているため、P教会の日曜日のミサに
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通う人だけではなく、違う教区の教会に通う人も
多かった。また、デリヴァランス・ミサは通常の
ミサと違い、何かの問題に直面したり、霊的不安
を感じたりする時に参加する場合が多い。日曜日
午前中に２時間程度実施される通常ミサに比べて、
平日の丸１日を費やすことになるために、参加の
ためにはより強い動機が必要となるのは当然とい
える。そのため、目的が達成されたり、あるいは
されずに諦めたりすることで、参加しなくなる人
もいるため、入れ替わりが多いのが特徴だった。
　デリヴァランス・ミサは通常ミサの典礼から始
まり、神父が聖水を撒いた後に按手を行う。按手
は、ミサを終えた後、信者１人１人に手をあてて
祈る儀礼である。按手儀式が行われる際、日に
よっても変動があるが15人～40人ほどは憑依状
態になって倒れたり、暴れ始めたりする。私が出
席したバナメー教会の大規模なデリヴァランス集
会と比較して、P教会でのミサで信者が憑依状態
に陥る割合は高かった。出席した大規模集会は、
夜を徹して5,000人～7,000人程度集まるものだっ
たが、憑依状態に陥った者は、私の目算では20
人程度だったからだ。その大規模集会では、ドー
ム型の会場の真ん中にバナメー教会の「神」であ
る少女の形象をした「ダボ」が、マイクを通して
言葉によるデリヴァランスを行っていた。
　ここには１つの矛盾が生じているといえる。バ
ナメー教会ではパーフェットという少女に降臨し
た「神」である「ダボ」が最も尊い存在である。そ
のため、エクソシストである神父はこの「ダボ」
の力を使うことによって、デリヴァランスを実施
しているのだと言っている。つまり、「ダボ」の
方が神父より強力であるのだから、「ダボ」がデ
リヴァランスを実施する方が憑依状態に入る人が
多いのが教義的に考えると自然である。しかし、
現実には反対に、神父が実施する方が憑依状態に
陥る人は多い。この一見教義と矛盾した現象はど
のように起こるのだろうか。
　大規模集会と、教区のデリヴァランス・ミサで
儀礼時の違いは様々あるが、大きな相違点は、実
行する主体（「ダボ」／神父）、方法（言葉のかけ
合いによる／直接身体を接触させる）、空間（広
いドーム／狭い礼拝堂）、会衆の匿名性（高い／
低い）にあるといえる。実行する主体については

「神」である「ダボ」の方が強力であり、その際の

畏怖や高揚も信者にとって大きいと考えられる。
すると憑依する人数の違いは按手の方法と空間的
な状況や親密性に起因しているといえる。このこ
とから示唆されるのは、畏敬、信念、言葉といっ
たものよりも、環境と身体的接触が憑依の推進力
としては重要だということである。それは、憑依
という現象を暗示や催眠といった内なる心理効果
に還元して説明しようとする議論を退け、身体と
環境の応答の中で生まれる憑依という現象につい
て語る必要性を示しているといえよう。

Ⅳ	 憑依のエンスキルメントⅣ	 憑依のエンスキルメント

１　「倒れる」という経験
　デリヴァランス・ミサで、憑坐が意識のない状
態に入ることを、信者の人々はただ「倒れる
（j'àyǐ）」と表現する。「倒れる」状態には、ミサの
最中や、清めの水をかけられる時にもなり得るが、
最も「倒れる」人数が多いのは、神父が１人１人
に接触する按手の時間である。聞き取りの中でも、
その人物が最初に「倒れた」と語るのは、ほとん
どが直接的な接触を伴う按手の場面であった。
　P教会での按手はミサの後に行われ、ミサを取
り仕切る神父マルセル６）が１人で行う場合もあれ
ば、助手として神父ジャンも一緒に実施する場合
もある。神父は礼拝堂の前方に位置する祭壇か、
会衆と同じ高さの床へと降りる。すると聖体拝領
をする時のように、人々は神父の前に列を作る。
列は礼拝堂後方まで続くが、一度に全員は並べな
いため、どの席の人々が並ぶべきかを補助の人々
が指示する。そして、前の人から順番に神父が１
人１人の頭などに触れて祈りを始める。その時、
人によっては倒れたり、両手足をばたつかせたり
し始める。
　悪霊からの憑依は多くの人々にとって「突然起
こり、驚きだった」と語られ、他の人が憑依され
るのは見たことがあっても、自分には憑依が起こ
るとは思っていなかったと言う人が多かった。そ
れではどのように「倒れる」という事態は起こる
のだろうか。ルイーズという女性の例から見てい
きたい。
　2019年１月15日、私が初めて出席したデリ
ヴァランス・ミサで、ルイーズは恐らく一番目
立って暴れていた。彼女は20代後半から30代前
半に見える、少しふっくらとした体型の女性であ
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る。紫色がベースになった布のボンバ７）を着てい
た。彼女は神父の按手を受けると、激しく手足を
ばたつかせて叫び始めた。そのため、補助の男性
たちは４人がかりで彼女の手足を掴んで持ち上げ、
礼拝所の後方部分に運んでいった。彼らはいつも
按手を受ける人のすぐ後ろに立ち、暴れた時に支
えるために構えているのだ。ルイーズは床の上に
仰向きに寝かされたが、その後も苦しげに手足と
身体をうねるように動かし、礼拝所の前方向に転
がったり、後方向に転がったりしていた。しばら
くすると、ぐったりと動かなくなった。
　少しあって、礼拝堂前方で按手をしていた神父
は、後方で寝転がっている彼女に何かを感じると
ころがあったのか、列の按手をやめ、彼女のとこ
ろまで歩いて行き、手を彼女の身体に当てて祈り
始めた。すると、彼女はまた激しく手足を動かし
た後に立ち上がり、神父に対してボクサーのファ
イティングポーズのような対決姿勢をとった。目
はきっと見開いて、神父を睨みつけていた。そこ
まで対決の態度を見せることは珍しいのか、周囲
の人々はそれを見て「ああ」と驚いたような声を
上げた。神父はひるまずに彼女に近づき頭に手を
あてて祈った。すると彼女がまた手足をばたつか
せ、吠えるように叫び始めたので、補助役の男性
数人が腕を押さえこんだ。
　後日（2019年１月18日）、私は彼女の家で話を
聞いた。ルイーズはその教会近くの長屋風の建物
に家族と一緒に住んでいた。３年前に結婚し、現
在夫の家族と共に暮らしながら２人の幼い子ども
を育てているという。夫の母が、夫の兄弟の病気
の治癒をきっかけにバナメーの信者になったため、
彼女もそれまで通っていたローマ・カトリック教
会をやめてバナメー教会に行くようになったとい
うことだった。デリヴァランス・ミサには毎週
行っているが、義母に付き添って行っているだけ
で、特に病気や人間関係の悩みがあるわけではな
いのだという。先日のミサが初めての憑依であり、
自分に起こることとは思っていなかったのでとて
も驚いたと語った。
　ミサの当日の感覚について聞くと、ルイーズは
神父マルセルの手が頭に乗せられた時に、空気が
頭の近くをまわっているのを感じたと語った。そ
れは多分霊だったという。そしてその直後に身体
が重くなって倒れた。憑依されている間、彼女の

意識はなかったが、起きたらみんなが自分を見て
いたので、霊が自分の身体に入ったということが
わかったのだった。
　憑依から覚めた後、ルイーズは枢機卿８）にも
祈ってもらった。枢機卿には、憑いた霊はベルゼ
ブル（悪魔の名前）であり、イザベル（聖書にお
ける存在だが、バナメー教会では在来の霊的存在
である海の神格／精霊マミワタと同じだとされて
いる）だと言われた。さらに、枢機卿に夫と問題
があるかと聞かれたので、ルイーズはないと答え
た。ただ、彼女が誰かに何かをお願いしても、そ
の人に問題が起こって頼んだことをすっかり忘れ
られることがよくあると伝えた。枢機卿は、全て
時間と共に改善するだろうと言い、教会にちゃん
と来て祈るようにと諭した。
　私が「憑依される前に何か特別に感じたことは
あるか」とルイーズに聞くと、「２ヶ月ほど前に
この家に引っ越して来てから、夕方、自分の部屋
にいる時、時々香水の匂いがすることがあった」
と語った。それは赤ちゃん用の香水の匂いで、マ
ミシ（マミワタの司祭）が使うものと同じ匂いが
したという。また、部屋に１人でいる時に、誰か
が一緒にいるような気がしたこともあった。さら
に、他の部屋から自分の部屋に帰ろうとしたら、
後ろに誰かいる感じがしたり、鏡を見る時に後ろ
に人がいる気がしたりして怖かったこともあった
とも語った。

２　憑依の「エンスキルメント」という視座
　ここでまず考えなければならないのは、ルイー
ズがデリヴァランスに何か明確な問題を解決する
ために来ていたわけではないことである。元々、
ルイーズは義母にローマ・カトリックと同じ実践
だからと勧められて、バナメー教会に来るように
なった。憑依へ向かう個人的な動機が少なく、結
果として憑依の後に何かが解決されたりしたとい
う実感もなかったようだ。そのことは、この憑依
を個人の受苦経験を象徴的イディオムを通して統
合することで解決を図るものと捉える理解［オ
ベーセーカラ 1988：142-50］や、儀礼を通した
「自己」の構築、溶解と再構築により、病の治療
効果が得られるもの［Kapferer 1979：111］とす
る解釈を退ける。
　また、近年においては宗教や憑依を認知科学の
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視点から理解しようとする研究が発達し、神の存
在をエージェントを探知しようとする認知メカニ
ズムから説明したり［ボイヤー 2008］、憑依概念
の伝達には、直感的心身二元論が仮説的に働いて
いると指摘されたりしてきた［Cohen 2008］。し
かし、このような認知科学に基づく研究は、「心」
の存在と既にある構造の領域の中での学習を前提
にしており、まだ実現していない認知モジュール
を構築していくことから始めるのではなく、既に
構築されたモジュールを起点にしている点などが
批判されている［Ingold 2001］。キューバの精霊
憑依について調査したEspírito-Santo［2012］は、
Ingoldの批判に基づき、精霊憑依のプロセスを

「情報伝達ではなく、導かれた再発見の結果」
［Ingold 2001：138］として、「生態学的」に見る
ことを提案する。それは、霊と交わることを学ぶ
ということを、自分の想像力と感覚を通して、霊
の世界の特殊性に注意を向けるように養成する

「エンスキルメント」の過程として捉えるという
ことである［Espírito-Santo 2012：255］。ここに
おけるスキルとは、単なる身体技術ではなく、環
境の中での知覚と行動の能力のことであり

［Ingold 2000：５］、エンスキルメントとは、他
の人の動きに参加し、自分の実践的な方向づけを
環境に上手く合わせていく（fine-tuning）プロセ
スを指している［Ingold 2000：37］。
　しかし、ルイーズの場合、彼女自身が憑依を予
期していなかったと語るように、意識的なエンス
キルメントの結果「マミワタ」が現れたわけでは
ない。また、憑依中もその霊が「マミワタ」と語
られたわけではなかった。それにもかかわらずそ
の霊が「マミワタ」となったのは、想像力の働き
の結果だと捉え得るだろう。
　ルイーズが霊をマミワタであったと捉えている
のは、枢機卿にそう言われただけではなく、彼女
の身体的記憶と合致するからでもあった。ルイー
ズは憑依に先立って霊の気配を感じていた。気配
というのは、典型的なマミワタの現れ方の１つで
ある。マミワタは様々な形で感知され、夢に現れ
ると共に、匂いや気配でも現れるものとされる。

「匂い」はフォン語でワン（wǎn）と言い、匂い
がすることを「e hwέn wǎn」と言う。嗅覚はフォ
ン語における感覚を示す用語の中で人に対する好
悪の感情と最も結び付けられやすい。例えば「愛

している」は「yǐ wǎn nú mɛ（その人のために匂
いを受け入れる）」と言い、憎むことは「gbέ wǎn 
nú mɛ（その人のために匂いを断る）」と表現され
る。匂いはその人を表す感覚的なメタファーとし
て扱われているといえる。ルイーズが経験した
「気配」は、具体的な匂いの身体的記憶と結び付
けられることによって、香水に結び付けられる霊
である「イザベル／マミワタ」というモノとして
浮かび上がったのである。ルイーズは不確定な
「倒れる」経験をその身体的記憶に結び付けてい
る。
　それでは、枢機卿はなぜ彼女に憑いた霊を「イ
ザベル／マミワタ」と言ったのだろうか。まず枢
機卿はルイーズに夫と問題があるかと聞いたとい
うが、それはマミワタは憑いた人物と夫・妻とし
ての関係を築くため、しばしば配偶者との関係は
悪くなるという一般認識があるからだろう。しか
し、ルイーズは問題はないと答え、代わりに彼女
は誰かに何かを依頼しても、その人に問題が起
こって頼んだことを忘れられることがよくあると
伝えた。このような妨害はマミワタ固有のもので
はなく、妖術や呪術でもあり得る。つまりこの対
話だけであれば、マミワタと判断される必然性は
なかった。
　しかし、ベナンでは一般的にマミワタは特に若
い女性に取り憑くとされている。海岸部に多く、
都会的な女性、特に美しい女性が標的となるとさ
れる。化粧をしたり髪の毛を編み込んだり、鏡を
ずっと見ているとマミワタに魅入られるとする言
説もある。私が枢機卿と話をした時も、若い女性
は特にマミワタに魅入られやすいと話していた。
すなわち、枢機卿がルイーズに憑いた霊が海の霊
イザベル、すなわちマミワタだと言ったのは、既
に流布するイメージとエクソシストとしての枢機
卿自身の経験的記憶が、ルイーズとの対話で得た
内容より優先された結果である可能性が高いと考
えられる。このような想像力の交錯の中で「マミ
ワタ」は現れ出ていたのである。

Ⅴ	 霊の名づけと物語の主体化Ⅴ	 霊の名づけと物語の主体化

　憑依が起こるタイミングは、人によってばらつ
きがある。人によっては、バナメー教会へ通い始
めて何年も後に憑依されることがある一方、デリ
ヴァランス・ミサに初めて来て「倒れる」場合も
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ある。しかし、「倒れる」ということで憑依が終
わるわけではない。倒れた後に、身体を得た霊は
暴れたり、語り始めたり、あるいは霊的な攻撃を
受けて苦しんだりといった様々なことがある。そ
して、憑依は１度で終わることもあるが、その後
に何度も繰り返されることが多い。その間に憑依
のあり方も変わっていく。特に転機とされるのが、
身体に入った霊が「話し始める」ことである。憑
依されたことのある１人の女性は「最初に霊が
入って倒れる時は、霊は話さない」と語った

（2019年１月27日）。すなわち、霊が「話し始め
る」ことは人々が憑依される回数を重ね習熟する
中で起こるということだ。私は最初の憑依で霊が
話し出すという事例にも出会ったことがあるため、
彼女が語ったことが全ての信者の共通認識とはい
えないが、「霊が話す」ことを強調する信者は少
なくない。例えば、30代後半の女性サラは以下
のように語る。

　�　私立大学の財務と金融の学位を持っているに
もかかわらず、職場で軽んじられています。会
社は通信企業だが、今倒産しかけています。昔
から、私の父には２人の妻がいるため、色々理
解できないような問題が起こっていましたが、
仕事のことや病気の問題が重なったためにデリ
ヴァランス・ミサに行くようになりました。そ
して２年前くらいから倒れるようになりました。
しかし、霊はまだ話し始めていません。もし霊
が話し始めたら、ダボが「お前のための時が
やってきた」と言っているということです。話
し始めたら、それでもう終わります。霊は死ぬ
しかありません。霊は無にされる前に、全ての
悪事を告白します。霊がどのようなことをして
きたかを証言するのです。枢機卿や神父もその
ように言っていました。今は神父にも相談はし
ています。しかし、医者が治療の前に診断をす
るように、神父も私に悪さをしているのがどの
霊なのかがわからなければ、よく治すことがで
きません。今は、妖術師に火を、マミ９）に火を
と祈っていますが、霊が何なのかわかればより
効率的に祈ってもらうことができます（2019年
１月27日）。

　彼女は「倒れる」ようになって２年経っても自

分に憑いた霊は話していないが、そのうち話し始
めるだろうと希望を持っている。ここで示される
のは、回復までの標準的な道のりである。悪霊自
身がどのようなことをしてきたかを証言する、と
いうのは、例えばサラが職場で軽んじられるよう
に霊がどのような働きをしたかというようなこと
を語ることが想定されている。すなわち、霊が主
語となった物語として過去が語られ、経験が再編
成されないままでは、悪霊は死なず、状況も改善
しない。逆に、それが語られる時に、サラはデリ
ヴァランス、つまり解放されるのである。私が彼
女に「自分に何の霊が憑いているかわかります
か」と聞くと、彼女は「わかりません」と言った。
しかし、彼女が「父には２人の妻がいる」と語っ
た時、母親の僚妻が妖術師であると、彼女が仄め
かしているのを私は感じた。それは妖術師につい
ての典型的な語りであり、問題が生じやすい僚妻
関係は、妖術師の疑いをかけあうことが多いから
だ。しかしそれはまだ「語られて」おらず、彼女
の身体に入った霊によって語られなければならな
いものだ。彼女はそれを待ち望みながら、デリ
ヴァランス・ミサに通い続けている。
　この事例からまず言えることは、霊の主体性に
はスペクトラムがあり、「倒れた」時点で立ち現
れるものから、物語を組織だてることができるも
のまであるということだ。そしてそれは、最初は
霊は話さないが時間と共に話し始める、という認
識に見られるように、主体性が育つ過程だと捉え
られている。サラは憑依のエンスキルメントと時
間の経過を通して彼女の経験を物語として組織立
てる「主体」になるのを待っているにもかかわら
ず、実現していない。悪霊の憑依のふるまいは、
身体の持ち主がそのことを「望む」ことによって
コントロールできるわけではない。それは憑依を
通して霊を攻撃し弱らせることの積み重ね、すな
わち身体を何度も憑依の状況に晒し習熟させるこ
とによって、可能になるものなのである。
　つまりサラは霊の正体について想像しているに
もかかわらず、憑依霊の存在はまだ現れるところ
まで達していない。想像力は身体的なエンスキル
メントの状態に制限されているといえる。
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Ⅵ	 それぞれのエンスキルメントⅥ	 それぞれのエンスキルメント

１　憑依に入るエンスキルメント
　憑依のふるまいは、憑坐によってコントロール
できるわけではなく、また突発的で非自発的とさ
れる悪霊の憑依において、憑坐は受け身な存在と
される。しかし、実際その中においては、細かな
調整が起きている。
　例えば、2019年１月15日のミサで、私は枢機
卿の横に座っていたのだが、若い女性の信者が、
枢機卿から按手されていた。しかし彼女はいつま
でも「倒れ」なかった。その時、枢機卿は彼女に、

「きみは倒れないようにしている。それはよくな
い。間違いだ。倒れてから、精霊がきみのために
仕事をするのだ」と諭していたのだった。後日

（2019年１月25日）、私は彼女の家に行って経緯
を尋ねた。その話によると、彼女は以前からマミ
ワタに悩まされていて、何度も憑依され倒れたこ
とはあるのだった。しかし、彼女は倒れるのを恥
ずかしく思っていたから、倒れないようにしてい
るのだという。私がどのように、「倒れないよう
に」できるのかを聞くと、彼女は「目を開けてい
るのです」と答えた。彼女はそのように身体的な
操作をすることで、憑依という偶発的で受け身で
あるとされる事態に抵抗していたのである。
　また、別の時（2019年１月22日）のミサで次の
ようなことがあった。
　神父マルセルがいつものように、水槽を持った
２人の侍者と一緒に会衆席へ進み、座っている
人々に水をかけていった。神父が自分の方に来る
のを見ると、女性はみんなスカーフを頭からとり、
バッグに水がかからないように椅子の下に入れて、
水を受ける準備をした。いつもと異なるざわめき
が起きたのは、神父が祭壇に向かって右手側の席
に行こうとした時だった。エメラルド色の洋服を
着た女性が立ち上がり、会衆と椅子をかきわけて
移動しようとしているのだった。それは髪を綺麗
に結ったふくよかな体格の女性だったが、彼女は

「私の身体に水をかけるな」と怒ったように大声
で言って、自分の子らしい２人の子どもの腕をと
り、引きずるようにしながら後方の出口へと向か
おうとした。周りの人々は「彼女が子どもを連れ
て行くのを止めろ」などと言いながら、彼女の前
に立ちはだかって行かせないようにした。しばら

く押し合いになっていたが、人々に邪魔をされて
結局彼女は出て行くのを諦めたようだった。
　私は既に何度も憑依の場面を見ていたが、彼女
は完全に憑依されているように見えず、声や動作
も日常生活の延長にあるようだったため、彼女が
憑依状態なのか定かではなかった。場が落ち着い
て、水を撒くのが終わった後、私が後ろを見ると
彼女が１人で目を瞑って立っていた。少し苦しげ
な顔に見えた。
　その後、彼女から色々な話を聞きとった。マリ
という名の彼女は、自分で小さなレストランを経
営していると語った。2009年からバナメー教会
に通い始めているというから、一番古い頃からの
信者になる。１度按手で倒れて以降、デリヴァラ
ンス・ミサではいつも倒れるようになったが、時
間と共に少しずつ倒れる回数が少なくなったらし
い。以前は霊がいつ身体に来るのかが全然わから
なかったが、最近は霊が来るのを感じ取れるよう
になっていると言う。寒気がし始め、霊が来たと
感じるのだ。その水撒きの時も、寒気を感じ、頭
が膨らむように感じ始めたから、霊が来たと思い
立ち上がって逃げようとしたのだという。聖水か
ら逃げたかったのだ。その後に、水を撒かれ、水
が身体にあたると自分が何をしているのか全くわ
からなくなったのだと語る。だから、立ち上がっ
た時は彼女自身だったが、水に触れて完全に憑依
に入ったらしい（2019年２月５日）。
　上記のことから、私が出会った時点でマリは既
に憑依されることに習熟していたことがわかる。
最初、憑依があったこと自体を受け入れられな
かった状態から、毎回繰り返されることで憑依が
起こること自体が自然化されていた。そして、彼
女は霊が来たことを、寒気を通して感じ取ること
ができ、それを避けるような行動すらとれるよう
になっていた。憑依はただ非自発的な乗っ取られ
のようなものではなく、感覚、情動を通した細か
な調整、チューニングによって起こっていること
がわかる。

２　憑依の場にいることのエンスキルメント
　会衆が憑依を見ていること自体もデリヴァラン
スの場を成立させる大きな要素である。例えば、
按手の際、デリヴァランス・ミサに長く通ってい
る者は按手で人が倒れたら、礼拝堂にあるプラス



646	 『文化人類学』86/4　2022.3

チックでできた椅子が壊れる可能性があるので除
けるなどの処置を行う。それは防御の所作なので
あるが、それによって、憑依された者は礼拝堂に
空間を与えられる。また、按手で倒れ、後方に連
れていかれた者が増えて騒がしくなると、会衆は
自発的に椅子を片付け始める。それは、憑依が可
能となるデリヴァランスの空間を保つための会衆
のエンスキルメントだといえる。
　また、どの身体にどのような霊が憑いているの
かについて感知する能力も、会衆は身につけ始め
る。ある日のミサで、「倒れた」女性が礼拝堂の
後ろで床に身体を横たえ、上半身と下半身をうね
らせるようにしていた。「彼女には何が憑依して
いるの」と聞くと、観衆の１人はマミワタだと答
えた。他の人に尋ねてみても、その人も「マミワ
タだ」と答える。どうしてかと聞くと、「魚のよ
うに動いているでしょう」と答えた。このような
知識は、神父が教義として語っているわけではな
い。多くのベナン南部の人々は、沿岸部にマミワ
タ神格の結社が多いこともあり、マミワタが海に
住み、下半身が魚であるというイメージを社に描
かれた絵や映画などを通して知っているため、そ
れと身体の動きを結び付けることが可能なのであ
る。初めの頃にミサに出席した時、憑依された若
い女性が腰を振ってくねらせるように踊るのを見
て、私は「セクシャルなアピールをしている」よ
うに感じた。しかし、後で私と一緒にいた研究助
手のロジェと話すと、彼はその女性のことを「あ
の蛇のような動きをしていた人」と表現した。そ
れで、私は彼女の動きが、セクシャルなイメージ
を模倣しているのではなく、蛇であったのだと
知った。このように、身体の動きはそれだけで、
何かを意味するわけではない。それが何かを意味
するものとなるには、文化的な文脈の中で学ばれ
る必要がある。観衆は憑依の身体的な情動の中で
それらのことをエンスキルメントしているといえ
る。
　しかし、その判断が必ずしも正しいとは限らな
い。ある日のデリヴァランス・ミサは、多くの
人々が倒れ、礼拝堂の前に、憑依状態になった人
が６、７人いたため、騒然とした状態になった。
私は、よく見えるようにと神父の指示で置いてく
れた礼拝堂の前方の席に、一緒に来ていたロジェ
と座っていた。前には何人か倒れた人々が暴れて

いたが、私たちの斜め後ろにも、憑依状態にある
女性が２人いた。他の憑依された人々は、声色が
変わり、叫んだり暴れたりして非日常的な感じが
したが、その２人は日常の延長上の声色と身振り
で、何かを嘲るような感じで話していた。それは、
道端で少しタチの悪い女性たちが話に興じている
ような雰囲気だった。話していたのは以下のよう
なことだ。

　１：彼女の肉はおいしそうだ。
　２�：もう１人も、たくさんの肉を身につけてい

ておいしそうだ。彼らは何の力も持っていな
い。彼らの身体に入ろうか（2019年１月29
日）。

　この会話において「彼女」は私を指していて、
「もう１人」は一緒に来ていたロジェのことだ。
憑依霊たちは私たちを妖術の餌食にする話をして
いるのだった。私は彼女らの明らかに他の憑依と
違う様子が気になったので、録音機を彼女らに向
けていた。すると、助手の男性が１人やってきて、
「彼女らは放っておいて、真剣な方を録音した方
がいい」と私たちに言った。私は彼女らが気にな
りつつも、折角言ってくれたのだからと、列に並
んでいる中で倒れる人々に注意を払うようにした。
　帰り道に、何故助手の男性があのようなことを
言ってきたのかについてロジェと話した。ロジェ
は「彼女らのしているのはフォークロア
（folklore）だと思う」と意見を述べた10）。若い女
性たちが憑依に見せかけて好き勝手やっているの
だ、という意味だ。他の真剣な憑依とは全然様子
が違う、とロジェは主張する。確かに、彼女らの
身振りや声のトーン、話している内容は、他の憑
依とは違い、その挙動は軽々しく見えた。彼女ら
がデリヴァランスという状況に乗じて、憂さばら
しをしているように見えなくもなかった。教会の
助手の男性も、彼女らの状態を本物の憑依と認め
ていないから、私たちに忠告しにきたのだろう、
と私は考えた。
　しかし、後日（2019年３月12日）助手の男性に
なぜあの時そのような忠告をしたのかと聞くと、
男性の答えは予期したものと違った。彼は、「彼
女らに憑いているのは浮遊霊（esprit errant）なの
だ」と言った。それは道や町にいる悪霊で、歩い
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ている間に憑いたりする。彼らは、会衆に憑いて
からかうようなことを言って、人々の集中力を切
らせてミサの進行を邪魔するのだ。だから、私た
ちにはちゃんとした憑依とデリヴァランスを見る
ように言ったのだ、と語った。すなわち、憑依で
はあるが、霊の種類が違うということなのだ。確
かに神父たちは彼女たちを真剣に受け止め、他の
信者と変わらず熱心に手をあてて按手をしている。
バナメー教会の関係者たちは彼女らを偽憑依であ
るとは受け止めていないのだった。
　ある時、私は神父マルセルに「憑依に陥るふり
をしているだけの人はいると思うか」と聞いたこ
とがある。神父の答えはシンプルなものだった。

「それは私の知るところではない」、と。「デリ
ヴァランスによって問題を癒し、解決するのが私
の仕事である。わざわざ憑依のふりをするのは、
意味もなく効果もない。そうする者がいるのであ
れば、それは彼らの問題であって、私の問題では
ない」と言うのであった。神父らは確かに憑依の
兆しがある全ての人々に、分け隔てすることない
熱心さで祈っていた。
　しかし、それでは同じ「憑依」であるはずなの
に、明らかに身振りも態度も違う人がいるのを、
どのように説明すればいいのだろうか。長い間デ
リヴァランス・ミサを手伝う男性は、明らかに身
振りも態度も違う彼女らを「浮遊霊」とすること
で、デリヴァランス全体に１つの整合性を与えて
いた。彼女らの役割は、そのようにふるまうこと
によって、ミサの進行を妨げることなのだと理解
していたのだ。だが、実は、私はそれより前にこ
の女性２人に聞き取りをする機会があり（2019年
１月29日、31日）、１人は兄の霊に悩まされてい
て、もう１人は在来のヴォドゥンの神が憑いてい
ることを知っていた。後者は、よく話す霊である
ので、ミサの中でも霊自身によって何度も明言さ
れている。後者の女性がヴォドゥンの霊に憑依さ
れている時とその日では、仕草や話し方に大きく
違いはなかった。すなわち、その日のミサでも彼
らは浮遊霊ではなく、「兄」や「ヴォドゥン」の霊
であった可能性がある。
　浮遊霊というカテゴリー自体は、バナメー教会
の神父たちも言及するものであるから、共通の概
念である。ただ、それがデリヴァランスの中にど
のように入ってくるのかは、助手がその身振りや

話し方などの情動で判断したことだ。ここで示さ
れるのは、個々人は霊について判断の仕方を身体
と情動に基づいてエンスキルメントしていくが、
それはその「霊」自身が表現していることと差異
がある可能性がある、ということである。聖職者
自身が、「識別」することをせず、統一的な解釈
がない中で、各々がエンスキルメントしていく方
法は、技術を習得するような学びとは違い、常に
部分的で可変的な学びであるといえる。それ故に
想像力は、個々人の事情よりもその場におけるふ
るまいや声などの情動的なあり方に規定される。
そして、知識レベルでどの霊であるかが各々違っ
ていたとしても、彼女らのふるまいを声や様子か
ら伝わる情動で憑依の場は成立させられてしまう
のである。

３　エクソシストのエンスキルメント
　バナメー教会においては神父以上の聖職者は、
みなエクソシストであるとされている。そもそも
バナメー教会の神父は、ローマ・カトリックの神
父であった人もいるが、多くがそもそも聖職とは
関係がなかった人である。P教会のデリヴァラン
ス・ミサで働く神父や枢機卿も、元々ビジネスな
どを行っていたという。神父になるには教会で短
期間の訓練を受けるようであるが、エクソシスト
として特別に訓練を受けるわけではない。神父た
ちは、手をあてて祈るとダボの力が働いて人々が
倒れたりし始めることを通して初めてエクソシス
トとしての力を実感する。霊の領域はエクソシス
トにとっても、憑依される人を通して発見してい
く過程なのである。
実際、神父マルセルによるデリヴァランス・ミサ
の説教は、そのほとんどは彼が自分でデリヴァラ
ンスをした経験に基づいた話である。例えばある
ミサで語られた多くの経験に基づくエピソードの
内１つは以下のようなものであった。

　�　あるバナメー信者の女性が、25万フラン
セーファを隣人の女性に預けた。隣人はお金を
布の中に入れて縛って持ち帰ったが、家に着く
となくなっていた。預けた女性は、隣人を責め、
周りに借金をさせて返させた。その後、お金を
返させた女性は、長男を亡くした。神父が彼女
のデリヴァランスを行うと、その女性に憑いた
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霊が話し始めた。霊によると、子どもを亡くし
たのは隣人に無理にお金を返させたからだった。
本当はその霊は彼女の夫を殺す予定だったが、
25万フランセーファをもらう代わりに殺すの
をやめておこうとした。しかし、彼女が隣人に
お金を無理に返させたため、やはり彼女の子ど
もを殺すことにしたのだったという（2019年２
月26日）。

　神父マルセルはミサの場だけではなく、請われ
て向かう信者の家など、数多くの場でデリヴァラ
ンスを経験している。そして憑依した時に霊が告
白したことを、神父は事実としてミサの場で語り
なおす。この場合、霊的な存在への想像は、神父
がその場で身体的なやりとりをした記憶に基づく
が、内容は悪霊自身の語りに大きく規定されてい
る。神父が霊に学びミサの中で紹介することで、
その話はバナメー教会内で正統性を確保すると同
時に、特定の個人にとっての霊であったものが教
会内での社会性を得ていく。デリヴァランス・ミ
サは、様々な憑依を生む場所であるだけではなく、
霊の領域の動きについての知の集積場所であり共
有場所となっているのである。

４　悪霊のエンスキルメント
　神父はミサの中で悪霊と闘おうとするだけでは
なく、マイクを向けて話をさせることもある。あ
るミサでは以下のようなことがあった。
　昼の12時を過ぎ、説教の途中で時々入る讃美
歌に合わせてみんな歌っていた途中に、マノンと
いう10代の少女が倒れた。叫び声を上げ、床に
倒れて転げまわった後、彼女は会衆席の間の中央
の通路部分に座り込んだ。神父マルセルが立って
いるところに近い場所だった。そして、自分がア
ポンゼンというヴォドゥンの神格であり、憑座の
少女を苦しめていることを語った。
　それを受けて神父マルセルは、マノンに入った
霊がダボの血の中に出て行くように祈った。する
と霊は、マノンの母親がマノンを叩いたために彼
女が学校をやめてしまったということを語り出し
た。そして全てを妖術師のせいにして非難しては
いけない、問題の原因があなたたち自身のせいで
あることもあると言った。霊は次のように続けた。

　�　頭を洗う儀式があった時、あなた方の何人が
本当にそれをしたか。何人がスカーフを買った
か。それもしていないのに、あなた方は恵みを
望んでいるのだ（2019年２月26日）。

　神父マルセルはマノンに憑いた霊が言うことに
耳を傾け、聴衆に聞こえるように途中からはマノ
ンの身体に近づいて口元にマイクを向けた。
　バナメー教会では、その２週間ほど前に、頭を
洗う儀礼をするようにという、ダボからの要請が
あった。しかし、儀礼のためにはスカーフなど
様々なものを教会から買う必要があったので、お
金のない人々は対応することができず、儀礼を実
施しなかった人も多かった。霊はそれを責めてい
るのだった。神父マルセルは教団側の立場である
から、儀礼をしない人が多いとダボに叱責を受け
る。そのために、神父はミサで信者に繰り返し儀
礼をするように呼びかけていたし、その日も、ま
だ実施していない人は今からでも儀礼ができるよ
うに救済措置として受付を延長している旨語って
いた。だからこそ、神父マルセルは儀礼をしてい
ないことを責める霊の話に引きつけられ、マイク
を向けたのだといえる。周りを見ると、携帯電話
で霊の語りを録音している人もいた。ここではダ
ボの敵対者であり、滅ぼされる存在の悪魔自身が、
ダボに従順でない信者を叱るという、一見不思議
な状況が起こっている。それによってかえって、
悪魔の言葉に説得力があると見なされるのであろ
う。
　このデリヴァランス集会では、その１時間後、
まだ説教の時間内に、憑依された他の若い女性が
「マリアが跪き、許しを乞うている」と突然叫ん
だ。「マリアが許しを乞う」というのは冒頭で述
べたように、「マリアが私たちのためにダボに対
して許しを乞う」ことである。それを聞いて神父
マルセルは「全員跪くように」と言い、彼自身も
祭壇に向かって跪いた。そして、皆ロザリオを数
え祈り始めたのだった。
　このように、憑依した霊たちは、デリヴァラン
スの儀礼の進行にも深く関わるようになっている。
バナメー教会においてただ「消される」存在で
あったはずの悪霊たちが、ここでは人々に行動を
指示することすら可能な力を持つものとなってい
る。それは霊がパフォーマンスの能力を身につけ
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始めたのだとも捉えられるだろう。マノンの例で
いうと、彼女の中のヴォドゥンの神格は、マノン
と母親の喧嘩中、母親が彼女を叩いたことを、マ
ノンが学校に行くのをやめた原因とし、マノンを
叩いた母親を責めているのである。この話だけで
あれば、信者への訴求力は強くないだろう。自分
の子どもを打つこと自体は、ベナンではそれほど
珍しいことでもなく、社会規範としては認められ
ているからである。しかし、ヴォドゥンの霊は信
者にとっても聖職者にとっても、その時に重要な
関心事項である儀礼の話を出すことによって、全
員の関心を惹き、自分の話を信頼すべきものにす
ることを可能にした。同様に「マリアが許しを乞
うている」ことを叫んだ霊も、バナメー教会のマ
リアの位置づけを十分に理解した上の叫びだと解
してよい。なぜなら、マリアが人間のためにダボ
への許しを乞うという認識は、バナメー教会のマ
リア像と一致するからだ。悪霊の立場からすると
本来関心事ではないはずのこの事象を霊が叫んだ
のは、自分が通常の人間と違い聖なる存在を見る
ことができる、という立ち位置を最大限に利用し
たものだといえる。悪霊たちは、このようにして、
ただの消される存在から、バナメー教会における
その特異な立ち居地を確保していく。
　これらのことを起こしている霊が、デリヴァラ
ンス・ミサで初めて話す霊でないことは、注目さ
れてよいだろう。マノンや、もう１人の女性が憑
依され語り始めるのを、私はデリヴァランス・ミ
サの中で何度も見てきた。霊もまた、回数を重ね
ながら、人々との関係に習熟するのである。その
エンスキルメントの中で、悪霊たちは自分たちの
存在と語りをエンパワーしていくのだといえる。

Ⅶ	 結論Ⅶ	 結論

　アフリカのペンテコステ・カリスマ系教会は、
妖術師を中心とする在来の諸霊との闘いを主張す
る傾向があるが、それらは政治・経済的な動向と
身の回りの動きを接合する想像力として理解され
てきた。一方で、現実を構成していく働きとして
の想像力の条件と調整の様態という観点からは論
じられることが少なく、その具体的なプロセスは
描かれてこなかった。特に、ペンテコステ・カリ
スマ系教会の特色の１つは身体を基盤とした情動
性にあり、そこにおける妖術や霊的存在は「悪

魔」としてより具体性を帯びて立ち現れる傾向に
ある。本論では、そのような教会の１つであるバ
ナメー教会のデリヴァランスの儀礼の中で、悪魔
による憑依という突発的で身体的な現象が、「想
像力」と「情動の応答」あるいは「身体的記憶」
の中で、不確定性を低減させ、「主体」として霊
が現れる過程を見てきた。
　まず、悪霊による憑依は「非自発的・突発的に
起こるもの」とされているが、実際「倒れる」あ
るいは憑依が起こる現場においては、目を開けて
おく、寒気を感じるから立ち上がって逃げるなど
個々人の身体を起点とした感覚・情動と環境の細
やかな調整が行われていることがわかった。憑依
の際の霊の主体性は、人間と非人間が環境の中で
情動的に応答しあい絡まり合う中で現れるが、そ
の中心にあるのは身体である［De Antoni 2017：
154］。つまり、自然に目を瞑る状況で目を開け
ていることは絡まり合いのあり方を変容させる。
それによって「霊」が主体として１つの形をとる
過程である「モノ化（thingification）」［De Antoni 
Forthcoming］が成功したり、失敗したりしてい
ることがわかった。情動はあくまで自律的な存在
であるが、実際に情動が起こる現場では身体的な
微調整が行われる中で、現れ出るものが変化しう
るのだ。
　また「倒れた」状態での憑依霊のモノ化には、
経験的な記憶と文化的イメージだけではなく、匂
いなどの身体的な記憶が関与していた。しかし、
憑依が状態として立ち上がったとしても、名づけ
られ、霊がこれまでしてきたことを告白するとい
う、物語を組織化できる主体的存在となるまで、
つまり完全なモノ化が達成するまでは祓えないと
いう人々もいた。モノ化の中にもスペクトラムが
存在し得る。憑坐の努力にもかかわらず霊のモノ
化が達成されないということはつまり、霊的存在
の現れのあり方が憑坐の想像や意志に縛られるの
ではなく、身体的なエンスキルメントの習熟や神
父との間身体的状況に縛られていることを示して
いる。
　一方で、憑依の場にいる人々も、霊のモノ化を
それぞれの知覚と経験、イメージに基づいた想像
力を元に行っている。しかし、それによって焦点
化した個別の霊は必ずしも憑坐の個人的文脈に基
づいて焦点化した霊とは一致していない。霊のふ
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るまいのイメージという共通の文化的基盤を共有
しつつも、それぞれの霊が即興的で偶発的な動き
をし、また個々人が持つ身体的記憶と文脈が異な
るが故に、霊のモノ化の様々な線は混線して、そ
の場において１つの霊として立ち上がっているわ
けではなかった。つまり、想像力は文化的基盤の
みに規定されるのではなく、そこにおける情動的
な応答と記憶に縛られるのである。
　しかし、それぞれの霊が個別の霊として焦点を
結ばなくても、憑依の場は成立している。それを
可能としているのが、叫び声やうめき、乱暴な手
足の動きや倒れるという行為などの身体的・情動
的な動きである。それによって個別的な識別が分
散していても、デリヴァランスの場は悪霊による
憑依が起こり、そこから解放される場として立ち
現れるのだ。
　デリヴァランス・ミサの場は、人々がそれらの
霊を個別の経験へと取り込む場であるが、一方で、
エクソシストが霊を祓う中で身につけた霊的な領
域に対する知識と感覚をフィードバックしていく
場でもある。それによって、場に居合わせる人々
は新たな霊の潜在的なあり方を理解する。それは
霊のふるまいに基づいて想像力が動く際に影響を
与える記憶として、新しいモノ化を産む契機と
なっているといえる。
　また、想像力の働きの条件を作り出しているの
はエクソシストや神父だけではなかった。悪霊も
またエンスキルメントの中で、場におけるふるま
いに習熟し、個人的な文脈と教会の文脈を接合さ
せながら、主体性を獲得しはじめる。悪霊は、デ
リヴァランス・ミサという場所を得て、語るだけ
ではなく、叫び、身体をくねらせ、のたうつなど、
情動的な働きかけによって人々の場のふるまいに
対して影響力を与え、新たな現実が立ち現れるの
に参与していたのだった。
　これらのことからいえるのは、アフリカの多く
のペンテコステ・カリスマ系教会が中心的なもの
として行う悪魔・妖術との闘いという実践は、先
行研究が描くような妖術師という想像を使って社
会・政治の問題を説明し不満を持つ人を惹きつけ
るという単純なものではなく、想像、記憶、情動
の応答の中での身体的なエンスキルメントを通し
て、妖術師や霊的存在をモノとして立ち上げると
いう過程であり、同時にその立ち現れた悪魔・妖

術師が新たな現実を切り開く主体として参入する
ことを許していく過程なのだということだ。
　妖術、霊的存在をめぐる実践がペンテコステ・
カリスマ系教会を触媒にして加速的に身体化・情
動化する中で、そこにおける知覚を基盤とする想
像力の働きは実践を理解する上でますます重要性
を帯びていくだろう。
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注
１）	 後に実施したこの女性への聞き取りによると、
彼女によく憑く「悪魔」は妖術師であり、具体的に
は亡き夫の両親であるという。

２）	 これらの教会の呼称は研究上統一されていない
が、Pentecostal-Charismatic Churches （PCCs）とさ
れることが多い。本論ではアフリカにおいて特に
1970年代、80年代以降に増加した大規模集会やメ
ディアを利用した伝道を特徴とする教会をペンテ
コステ・カリスマ系教会と呼ぶこととする。

３）	 モダニティ論とも呼ばれる近年のアフリカの妖
術研究の潮流については、溝口［2004］、梅屋
［2017］に詳しい。また、阿部・小田・近藤編
［2007］においても幅広く論じられている。

４）	 調査はP教会の枢機卿及び神父たちに研究目的
を伝え了承を得た上で行った。彼らはミサの最初
に会衆の前で私を紹介し、録音の許可も与えてく
れた。デリヴァランス・ミサには友人であり研究助
手であるロジェ・ガンダホ氏が同行することが多
かった。聞き取りを行った憑依された人は14人で
あり、憑依された霊は、４人は海の神格／精霊マ
ミワタ、８人が妖術師、１人がヴォドゥンの神格、
１人が不明だと答えた。14人は全て女性である。
このジェンダー差はデリヴァランス・ミサ自体にお
ける男女比を反映したものである。ジェンダー差
や、憑依する霊の種別もデリヴァランスにおける
憑依を語る上で重要な主題であるが、これらの問
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題は本論のスコープから外れるために別途論じる
ものとし、ここではミサの場における情動と想像
力の関係について焦点をおいて見ていく。

５）	「おじいさん」と呼ぶ理由は、神がイエス・キリ
ストの父であり、イエス・キリストは人々の父であ
るため、神は人々にとって祖父にあたるからだと
バナメー教会では説明される。

６）	 本論での名前は、友人・研究助手のロジェ以外
は全て仮名とする。

７）	 ベナン女性の日常着で１枚の布から作られる。
上はTシャツ状、下は長方形の布をスカート状に
巻く。

８）	 バナメー教会は、ローマ・カトリック教会の組
織体を模しており、教皇以下、枢機卿、神父など
がいる。

９）	 マミワタを指す。
10）	 ロジェはバナメー教会の信者ではなく、エカン
カーという北米の新宗教の信者である。そのため、
彼の意見はバナメー教会外のベナンの人からこの
憑依がどのように見られるかという１つのバロ
メーターと捉え得る。
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Demons Listen Too

Ran Muratsu
［possession, witch craft, imagination, affect, Pentecostal-Charismatic Churches］

　This article focuses on spirit possession during deliverance Masses of a Pentecostal-Charismatic church 
in the Southern part of the Republic of Benin, shedding light on the entanglements between affect, 
imagination and memory. Pentecostal Charismatic churches in sub-Saharan Africa are characterized by a 
strong tendency to demonize witches and other local spiritual entities. Research has pointed out that the 
idiom of the demonic that Charismatic churches propose is fundamental in providing the local imagination 
with new tools for understanding political and economic change. Yet, this paper posits the imagination as an 
embodied constituent of realities and aims at clarifying the conditions and processes through which it 
works, in correspondence with affects and memory. I argue that the practice of fighting demons and witches 
in the church elicits the emergence of the reality of such spirits as particular ‘things’ or subjects through 
experiences of possession grounded in affects, enskilment, memories and the imagination, thus opening up 
new possibilities for spirits to create new realities.
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